
”社会主義に基
づく産業化と近
代化を加速さ
せ、2020年まで
にヴィエトナム
を工業国にする
ための基礎を築
く。”

戦略目標レベル

最終目標 ８つの戦略目標

中間目標レベル（プログラム・レベル）

１２の中間目標 中間サブ目標

１．（ヴィエトナム
が低開発から脱し）
人々の生活が物質
的、文化的、精神
的に著しく改善す
る。

２．2020年までに
ヴィエトナムが現代
的な工業国になるた
めの基礎を築く。

３．社会主義に基づ
く制度とともにある
市場経済を確立する
傍ら、人材、科学
的・技術的能力、イ
ンフラ、経済、防
衛・治安を向上させ
る。

４．国際舞台にヴィ
エトナムを統合する
とともに、その地位
を向上させる。

１．農業分野・地方経済の開発
の方向性：農業生産と地方経済
の急激な構造転換を進める。ま
た、天候、土地、労働における
優位性を活かして特色ある農業
生産地域を創出する。（数値目
標：年率4.8%以上の成長）

２．産業開発の方向性：集中
的な投資、技術革新と高度技
術と機材の導入、着実に製造
業を近代化して高率で効果的
な成長を実現とする。（数値
目標：工業生産が年率13%
以上の成長）

３．サービス分野の方向性：
社会経済開発に資するための
サービス・セクターの多様化
と市場の拡大（数値目標：こ
の分野の付加価値額が年率
7.5%以上の成長）

４．対外経済関係の方向性：
（１）生産に影響の大きい生産
財や原材料の輸入を賄えるだけ
の輸出の急激な拡大。
（２）海外からの直接投資の誘
引。（数値目標：年率15%の成
長（機械等は17.2%））

５．インフラ整備の方向性：南
北ルート及びハノイとホーチミ
ンから主要な産業地域へのルー
トに沿ったに沿った幹線高速道
路を改修し完成させる。

６．教育・訓練の方向性：教
育開発は国家の優先分野のひ
とつであり、教育分野に関し
て基礎的かつ総合的な進展を
実現する。

７．科学技術の方向性：あらゆ
る産業と経済の成長に寄与する
ために、ビジネスの世界におい
て高度技術の研究し適用するこ
とを奨励する。

８．文化発展の方向性：'全ての
人々が文化的生活を築くために
結束'し、'文明生活と文化あふれ
る家庭を築き'、'良い人が良い行
いをする'、そんな活動を奨励す
る。

９．社会開発の方向性：飢餓
と貧困を削減し、労働力を増
加させる。家族計画を実施じ
人口増加を管理。疾病、伝染
病、HIV/AIDの予防と削減。

１１．地方開発の方向性：６
つの地域ごとの特性を生かし
た開発を行なう。

１０．環境保護の方向性：持続
的な開発を支えるために社会経
済開発活動に環境保護・改善を
統合する。これにより、最低で
も国家基準を満たした飲料水、
大気、景観、その他の環境要因
を人々が享受するようになる。

１２．社会経済開発と防衛・安
全保障：社会経済開発を防衛・
安全保障の組み合わせは、開
発、競争、国際経済統合のコン
テクストのなかで死活的に重要
な課題である。

人々を移住させ、土地の悪化を防ぐために未使用の土地を開墾する。
(指標有）

非農業生産とインフラ整備を奨励し、農業セクターから非農業セクター
への移動を奨励することにより生活水準を上げる。（指標有）

集中的な耕作、生産性の向上、農産物の多様化によって、食糧生産を奨
励し続ける。

ゴム、コーヒー、茶などの競争力の高い産業農産物に集中する。また、
野菜、果物、その他の有望な農産物を開発する。

農業セクターにおいて畜産が重要。生産の再組織化、畜産を各戸レベ
ル、農村レベルで実施する。（指標有）

「５百ヘクタール・プロジェクト」の実施により、森林を守る。（指標
有）

岸釣漁を奨励するとともに、沿岸漁業を調整する。（指標有）

集中的な耕作、収穫の向上、新しい耕作地の開拓を実現するために、か
んがいネットワークを拡大する。（指標有）

遠隔地の交通インフラを早急に整備する、道路を整備する、送電能を整
備する、きれいな水供給を実現する。

産業地区や手工業地区を創設する、その原材料となる植物を育成する、
そのための技術を開発する。

タウンシップ、郵便局、カルチャーセンターを整備して、飢餓と貧困撲
滅プログラムを引き続き実施する。

加工産業、輸出産業など競争優位にある産業を育成する。また地方と農
業開発を支援する産業も育成する。

生産手段を生産する産業地区を選択的に創設する。

情報産業やエレクトロニクス産業などのハイテク産業を強力に開発す
る。防衛産業も開発する。

国内需要向けと輸出向けのバランスのとれた開発を確保する。

全ての経済主体は、多様な規模と多様なレベルの生産活動参加すること
を奨励される。

円滑に商品が流通するように国内及び国際貿易を促進する。

旅行セクターの質、範囲、高率性を向上させる。

全てのモードの旅客・物流の質、量、安全性を改善する。

金融、融資、監査、法律相談、知的所有権サービス、情報技術、ソフト
ウェア技術などを早急に育成する。

生産に影響の大きい生産財や原材料の輸入を賄えるだけの輸出の急激な
拡大のため、競争力のある農産品や工業製品の安定した市場を開拓す
る、等。（数値目標有）

重要な生産物の質を向上させ、輸出価値を早急に高めるために更なる投
資を得る。

海外からの直接投資を誘引するため、社会問題への対応、経済インフラ
の整備、最新の技術とのリンクなどの整備に注目する。

ODAを効果的に利用するとともに、産業地区へのFDIを奨励しつつ、経
済特区の開設のためのＦ／Ｓを実施する。

道路整備（Highway No.1A, Mekong Delta,Tay Nguyee,山岳地帯、
ホーチミン市等）。その他、港湾、空港整備など。

地方における上下水道整備（指標有）

国際的・国内的に、近代的な情報技術インフラと通信ネットワークの整
備を行なう。

全国的な初等教育の実施と非識字率の改善、とくに山岳地帯と遠隔地に
おいて。（指標有）

地域にある既存の大学と同じスタンダードの大学の整備と強化。

ハイテク産業を狙った質の高い労働力の供給のための教育内容・教育手
法の改善。

全国的な職業訓練校の早急な展開。

新しい技術を身に付けられる生涯教育を提供できるようになるために、
教育の管理の仕方と組織を抜本的に見直す。

教育セクターにおけるネガティブな現象を排除する。また、その現象に
対応する。

教育と訓練における社会科の過程と併せて、教育のための適切な予算比
率を確保する。

国全体の「強み」をより強化し、産業化と近代化の過程を加速化さえる
ために、社会科学と人文科学は研究を行なう。

自然科学は、重要な技術を開発し、資源資源を活用し、環境を守り、予
測するために科学的な研究を行なう。

新しい技術の移転、習得に焦点を絞った技術革新を目指す。

農業分野では、高収穫・高品質の生産を達成するための応用研究に注
力。産業分野では、競争力強化のための最新技術の研究に注力。

新しい技術を速やかに吸収できる能力を国全体でつける。

Hoa Lacとホーチミン市にハイテク地区を創設する。

愛国心を高める、社会開発に人々を参加させる等に注力する。

文化的多様性と遺産を維持する。

才能ある個人や芸術家に適切な金銭的インセンティブを与える。

国立のテレビ・ラジオ局へのアクセスの向上を目指して、ラジオとテレ
ビの普及率を向上させる。

スポーツや身体的トレーニングの普及を目指す。

生産、ビジネス、サービスの奨励：社会経済プログラムの効果的な実施
と輸出のための労働の質の向上は、雇用を創出し、労働賃金を増加させ
るために極めて重要。

飢餓及び貧困の撲滅プログラムの効果的かつ継続的に実施する。

出産率を年間０．５％以下に抑える。

「社会全体が子供を守り、世話し、教育する」全国的な運動を開始す
る。（指標有）

予防保健活動を開発して導入することにより、人々の健康と寿命を改善
する。

グラスルーツ・レベルの保健ネットワークを計画、整備、更新する。

HIV/AIDSの広がりを着実に抑える。

北部の内陸部と山岳部：農業の比較優位を活用。

ﾚｯﾄﾞ･ﾘﾊﾞｰﾃﾞﾙﾀと北部経済圏：労働力、整備されたインフラ、国内外の
リンケージを活用する。

北部沿岸地区と中央地域経済圏：オイル・リファイナリー、建設産業、
農産加工、服飾産業などに注力。

中央高地(Tay Nguyen)地域：土地と資源資源の優位性を活かすなが
ら、ダイナミックな経済センターを目指すべき。

南東部と南部経済圏：石油産業と、電力、肥料などの関連産業のほか、
ハイテク産業への投資も重視すべき。

メコン・デルタ：食糧生産、家畜、水産業などのポテンシャルを活か
す。その他、食糧産業、服飾産業、機械産業なども開発。

この課題は、調査のプロセスを通じて実施され、５カ年計画や各産業の
年間計画に活かされていく。

産業地区、人口過密地域・都市などで環境の悪化が起きており、特別な
注意が必要。

加工産業、紙産業、
服飾産業、エレクト
ロニクス・通信・情
報産業、機械産業、
石油産業、電力、石
炭産業、肥料・化学
産業、鉄鋼産業、鉱
業・加工産業

１．急激で持続可能
な経済成長

２．工業化と現代化
に向けた経済構造・
労働構造の大きな転
換

３．経済の質、競争
力、効率性の改善

４．ヴィエトナムの
国際経済関係の効率
化と拡大

５．開発、教育、訓
練、科学技術におけ
る一要素としての人
間の位置づけの根本
的な変革

６．飢餓を撲滅し、
貧困を削減し、社会
悪と闘い、人々の生
活を安定させるため
に雇用を創出する。

７．社会主義市場経
済の確立のために社
会的、経済的インフ
ラを強化する。

８．政治・社会の安
定を維持するととも
に、国家独立、領土
保全、主権を維持す
る。

(イ)人造り・制度　　作り

専門学校教育：国際化・市場経済化

マクロ経済のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ改善・構造調
整の進展

開発政策立案・実施に係る人材育成及び
行政体制（政府）

市場経済化に対する人材育成
（民間）

法制度の整備・金融システムの整備

高等教育システムの構築

金融システムの整備

法制度の整備

民間部門の人材育成

上級公務員ﾚﾍﾞﾙの人材育成

構造調整の進展

マクロ経済指標の改善

大学教育：国際化・市場経済化

行政機構の再編・政策立案能力の向上

実務者ﾚﾍﾞﾙの人材育成

(ロ)経済インフラ　　整備

発電・送配電・地方電力等のハード整

備

ソフト面の支援（事業計画、運営能力
向上）

輸送網整備（基幹輸送網、地方道

路、都市公共交通基盤）

物流基盤整備（港湾、空港、鉄道

等）

情報通信

送配電の整備

発電所の整備

地方電力の整備

地方道路の整備

基幹輸送網の整備

都市公共交通基盤の整備

空港の整備

港湾の整備

鉄道の整備

事業計画、運営能力の向上

電話回線の整備

沿岸通信

(ハ)農業・農村　　開発

ハード面の整備（灌漑等）

優良品種の導入

農業技術の開発・普及

流通システムの改善

農民の組織化支援

農村金融制度の整備・拡充

経営多角化（農村工業化等）

農産加工業促進

ﾎﾟｽﾄﾊｰﾍﾞｽﾄ施設整備

農産物生産の多角化

高収穫品種の導入

研究開発と成果の普及

化学肥料導入

灌漑施設整備

農村電話網整備

農村電化

農村道路・ﾌｨｰﾀﾞｰ道路整備

マーケティングの普及

ﾏｲｸﾛｸﾚｼﾞｯﾄの導入・普及

農家自立化の教育（農業会計等）

農業協同組合の再編・近代化

(ニ)教育、保健・医療の改善

施設整備（初等、中高等）

教育の質の向上（初等、中高等）

山岳部における小学校建設・機材
供与

中高校の校舎建設・機材供与

教員養成

教育内容・教育ｶﾘｷｭﾗﾑの改善

保健医療ｻｰﾋﾞｽの拡充（質：ﾌﾟﾗｲﾏ
ﾘｰﾍﾙｽｹｱを中心）

保健医療ｻｰﾋﾞｽの拡充（範囲：山岳部
を含めた全国）

地球規模の視点に立った協力（ポリ
オ、家族計画、エイズ等）

山岳部の保健医療ｻｰﾋﾞｽの拡充

都市部の保健医療ｻｰﾋﾞｽの拡充

ポリオに関する保健医療協力

家族計画に関する保健協力

エイズに関する保健医療協力

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾍﾙｽｹｱの充実

(ホ) 環 境配慮

ガイドライン、環境基準の整備

環境保全の人材育成

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの整備・普及

環境専門家の育成

企業向け環境研修の実施

環境基準の法整備・運用

２．産業開発の方向性：集中
的な投資、技術革新と高度技
術と機材の導入、着実に製造
業を近代化して高率で効果的
な成長を実現とする。（数値
目標：工業生産が年率13%
以上の成長）

３．サービス分野の方向性：
社会経済開発に資するための
サービス・セクターの多様化
と市場の拡大（数値目標：こ
の分野の付加価値額が年率
7.5%以上の成長）

（１）生産に影響の大きい生産
財や原材料の輸入を賄えるだけ
の輸出の急激な拡大。
（２）海外からの直接投資の誘
引。（数値目標：年率15%の成
長（機械等は17.2%））

５．インフラ整備の方向性：南
北ルート及びハノイとホーチミ
ンから主要な産業地域へのルー
トに沿ったに沿った幹線高速道
路を改修し完成させる。

６．教育・訓練の方向性：教
育開発は国家の優先分野のひ
とつであり、教育分野に関し
て基礎的かつ総合的な進展を
実現する。

７．科学技術の方向性：あらゆ
る産業と経済の成長に寄与する
ために、ビジネスの世界におい
て高度技術の研究し適用するこ
とを奨励する。

８．文化発展の方向性：'全ての
人々が文化的生活を築くために
結束'し、'文明生活と文化あふれ
る家庭を築き'、'良い人が良い行
いをする'、そんな活動を奨励す
る。

９．社会開発の方向性：これ
から５年間で750万人分、あ
るいは年間150万人分の安定
した就職口を創出する。

１１．地方開発の方向性：６
つの地域ごとの特性を生かし
た開発を行なう。

１０．環境保護の方向性：持続
的な開発を支えるために社会経
済開発活動に環境保護・改善を
統合する。これにより、最低で
も国家基準を満たした飲料水、
大気、景観、その他の環境要因
を人々が享受するようになる。

１２．社会経済開発と防衛・安
全保障：社会経済開発を防衛・
安全保障の組み合わせは、開
発、競争、国際経済統合のコン
テクストのなかで死活的に重要
な課題である。

＊保健・医療は、６．のほか、 
　８．９．11.にも貢献する。

（ヴィエトナムにとって、 
人材育成・制度造作りは、 
あらゆる分野で必要、かつ 
日本の援助はそれぞれの分 
野に貢献していく。）

４．対外経済関係の方向性：

１．農業分野・地方経済の開発
の方向性：農業生産と地方経済
の急激な構造転換を進める。ま
た、天候、土地、労働における
優位性を活かして特色ある農業
生産地域を創出する。（数値目
標：年率4.8%以上の成長）

ヴィエトナム側の１２の中間目標と、日本の５つの重点分野との関係

ヴィエトナム側の１２の中間目標 日本の５つの重点分野と24の中間目標×

「第７次５カ年計画」に基づく目的体系図

第７次５カ年計画は、「社会主
義に基づく産業化と近代化を加
速させ、2020年までにヴィエ
トナムを工業国にするための基
礎を築く。」という最終目標の
もと、８つの'戦略目標'と、12
分野にわたる'中間目標'を設定し
たと理解できる。

 

（全領域 
　に貢献）

モニタリング記入表ヴィエトナム第７次５カ年計画 日本の対ヴィエトナム国別援助計画

最終目標 指標
目標値 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ、過去５

年の実績 実績値（2005)
　社会主義に基づく産業化と近代化を加速させ、2020年までにヴィエトナム
を工業国にするための基礎を築く。

経済成長率 7.5% 7%
(96-2000実績）

戦略目標 指標 目標値 ベースライン値 実績値（2005)
1 農業分野・地方経済の開発の方向性：農業生産と地方経済の急激な構造転換を
進める。また、天候、土地、労働における優位性を活かして特色ある農業生産
地域を創出する。

農業セクターの成長
率

4.8% 5.8%
(96-2000実績）

2 産業開発の方向性：集中的な投資、技術革新と高度技術と機材の導入、着実に
製造業を近代化して高率で効果的な成長を実現とする。

工業生産高の成長率 13.1% 13.5%
(96-2000実績）

3 サービス分野の方向性：社会経済開発に資するためのサービス・セクターの多
様化と市場の拡大

サービス・セクター
の付加価値額の成長
率

7.5% 6.8%
(96-2000実績）

4 対外経済関係の方向性：（１）生産に影響の大きい生産財や原材料の輸入を賄
えるだけの輸出の急激な拡大。（２）海外からの直接投資の誘引。

・輸出増加率
・直接投資の成長率

14-16%
-

21.5%
29.9%

(96-2000実績）

5 インフラ整備の方向性：南北ルート及びハノイとホーチミンから主要な産業地
域へのルートに沿ったに沿った幹線高速道路を改修し完成させる、等。

国道の総延長(km) - ＊

6 教育・訓練の方向性：教育開発は国家の優先分野のひとつであり、教育分野に
関して基礎的かつ総合的な進展を実現する。

・熟練労働者数
・中学校入学率
・高校入学率

30%増 (2005年までに）

80%
60%

＊

7 科学技術の方向性：あらゆる産業と経済の成長に寄与するために、ビジネスの
世界において高度技術を研究し適用することを奨励する。

研究開発費の増加率 - ＊

8 文化発展の方向性：'全ての人々が文化的生活を築くために結束'し、'文明生活
と文化あふれる家庭を築き'、'良い人が良い行いをする'、そんな活動を奨励す
る。

・テレビの普及率、
・文化活動の回数

- ＊

9 社会開発の方向性：飢餓と貧困を削減し、労働力を増加させる。家族計画を実
施じ人口増加を管理。疾病、伝染病、HIV/AIDの予防と削減。

・貧困家庭の比率
・雇用人口
・出生率
・HIV/AIDSの比率

10% （2005年までに）

750万人増 (5年で）

0.5%以下
ー

39%(1998)
610万人増 (5年で）

1.32%
0.29

10 環境保護の方向性：持続的な開発を支えるために社会経済開発活動に環境保
護・改善を統合する。これにより、最低でも国家基準を満たした飲料水、大
気、景観、その他の環境要因を人々が享受するようになる。

安全な飲料水のアク
セス率

地方において60%
以上

＊

11 地方開発の方向性：６つの地域ごとの特性を生かした開発を行なう。 ６つの地域の地域内
生産（RGDP)

- ＊

12 社会経済開発と防衛・安全保障：社会経済開発を防衛・安全保障の組み合わせ
は、開発、競争、国際経済統合のコンテクストのなかで死活的に重要な課題で
ある。

（指標なし） - -

-・・・第７次５カ年計画において目標値の設定なし
＊・・・ローカルコンサルタントとりまとめ中

指標 目標値 実績値（2005)

(イ)人造り・制度作
り

1 開発政策立案・実施に係る人材育成及び行政体制（政府）
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

2 市場経済化に対する人材育成（民間）
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

3 法制度の整備・金融システムの整備
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

4 マクロ経済のﾊ ﾌ゚ｫー ﾏﾝｽ改善・構造調整の進展
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

5 高等教育システムの構築
（１）実施／未実施
（２） 研修人数等

(ロ)経済インフラ整
備

6 発電・送配電・地方電力等のハード整備
（１）実施／未実施
（２） 総発電量（増加分）

7 ソフト面の支援（事業計画、運営能力向上）
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

8 輸送網整備（基幹輸送網、地方道路、都市公共交通基盤）
（１）実施／未実施
（２） 総延長

9 物流基盤整備（港湾、空港、鉄道等）
（１）実施／未実施
（２） 各取扱能力

10 情報通信の整備
（１）実施／未実施
（２） 総能力

(ハ)農業・農村開発

11 ハード面の整備（灌漑等）
（１）実施／未実施
（２） 灌漑面積等

12 優良品種の導入
（１）実施／未実施

13 農業技術の開発・普及
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

14 流通システムの改善
（１）実施／未実施
（＋研修人数等）

15 農民の組織化支援
（１）実施／未実施
（２） 組織の数（増加分）

16 農村金融制度の整備・拡充
（１）実施／未実施
（２） 貸付額、貸付人数等

17 経営多角化（農村工業化等）
（１）実施／未実施
（２） 生産高、売上高等

(ニ)教育、保健・医療の改善

18 施設整備（初等、中高等）
（１）実施／未実施
（２） 整備された学校数、ｸﾗｽ数

19 教育の質の向上（初等、中高等）
（１）実施／未実施
（２） 入学率、修了率

20 保健医療ｻ ﾋーﾞｽの拡充（質：ﾌ ﾗ゚ｲﾏﾘｰﾍﾙｽｹｱを中
心）

（１）実施／未実施
（２） ｻー ﾋ ｽ゙が可能となった人

数

21 保健医療ｻ ﾋー ｽ゙の拡充（範囲：山岳部を含めた全国）
（１）実施／未実施
（２）ｻ ﾋー゙ ｽが可能となった省・地

域

22 地球規模の視点に立った協力（ポリオ、家族計画、エイズ等）
（１）実施／未実施
（２） 研修人数、受診人数

(ホ) 環 境配慮

23 ガイドライン、環境基準の整備
（１）実施／未実施

24 環境保全の人材育成
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

 

ヴィエトナム第７次５カ年計画に基づく目的体系図と日本の重点５分野の関係 



 

（全領域 
　に貢献）

最終目標 指標
目標値 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ、過去５

年の実績 実績値（2005)
　社会主義に基づく産業化と近代化を加速させ、2020年までにヴィエトナム
を工業国にするための基礎を築く。

経済成長率 7.5% 7%
(96-2000実績）

戦略目標 指標 目標値 ベースライン値 実績値（2005)
1 農業分野・地方経済の開発の方向性：農業生産と地方経済の急激な構造転換を
進める。また、天候、土地、労働における優位性を活かして特色ある農業生産
地域を創出する。

農業セクターの成長
率

4.8% 5.8%
(96-2000実績）

2 産業開発の方向性：集中的な投資、技術革新と高度技術と機材の導入、着実に
製造業を近代化して高率で効果的な成長を実現とする。

工業生産高の成長率 13.1% 13.5%
(96-2000実績）

3 サービス分野の方向性：社会経済開発に資するためのサービス・セクターの多
様化と市場の拡大

サービス・セクター
の付加価値額の成長
率

7.5% 6.8%
(96-2000実績）

4 対外経済関係の方向性：（１）生産に影響の大きい生産財や原材料の輸入を賄
えるだけの輸出の急激な拡大。（２）海外からの直接投資の誘引。

・輸出増加率
・直接投資の成長率

14-16%
-

21.5%
29.9%

(96-2000実績）

5 インフラ整備の方向性：南北ルート及びハノイとホーチミンから主要な産業地
域へのルートに沿ったに沿った幹線高速道路を改修し完成させる、等。

国道の総延長(km) -

6 教育・訓練の方向性：教育開発は国家の優先分野のひとつであり、教育分野に
関して基礎的かつ総合的な進展を実現する。

・熟練労働者数
・中学校入学率
・高校入学率

30%増 (2005年までに）

80%
60%

7 科学技術の方向性：あらゆる産業と経済の成長に寄与するために、ビジネスの
世界において高度技術を研究し適用することを奨励する。

研究開発費の増加率 -

8 文化発展の方向性：'全ての人々が文化的生活を築くために結束'し、'文明生活
と文化あふれる家庭を築き'、'良い人が良い行いをする'、そんな活動を奨励す
る。

・テレビの普及率、
・文化活動の回数

- （既存の統計なし）

9 社会開発の方向性：飢餓と貧困を削減し、労働力を増加させる。家族計画を実
施じ人口増加を管理。疾病、伝染病、HIV/AIDの予防と削減。

・貧困家庭の比率
・雇用人口
・出生率
・HIV/AIDSの比率

10% （2005年までに）

750万人増 (5年で）

0.5%以下
ー

39%(1998)
610万人増 (5年で）

1.32%
0.29

10 環境保護の方向性：持続的な開発を支えるために社会経済開発活動に環境保
護・改善を統合する。これにより、最低でも国家基準を満たした飲料水、大
気、景観、その他の環境要因を人々が享受するようになる。

安全な飲料水のアク
セス率

地方において60%
以上

11 地方開発の方向性：６つの地域ごとの特性を生かした開発を行なう。 ６つの地域の地域内
生産（RGDP)

-

12 社会経済開発と防衛・安全保障：社会経済開発を防衛・安全保障の組み合わせ
は、開発、競争、国際経済統合のコンテクストのなかで死活的に重要な課題で
ある。

（指標なし） - -

-・・・第７次５カ年計画において目標値の設定なし

指標 目標値 実績値（20 05)

(イ)人造り・制度作
り

1 開発政策立案・実施に係る人材育成及び行政体制（政府）
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

2 市場経済化に対する人材育成（民間）
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

3 法制度の整備・金融システムの整備
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

4 マクロ経済のﾊ ﾌ゚ｫー ﾏﾝｽ改善・構造調整の進展
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

5 高等教育システムの構築
（１）実施／未実施
（２） 研修人数等

(ロ)経済インフラ整
備

6 発電・送配電・地方電力等のハード整備
（１）実施／未実施
（２） 総発電量（増加分）

7 ソフト面の支援（事業計画、運営能力向上）
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

8 輸送網整備（基幹輸送網、地方道路、都市公共交通基盤）
（１）実施／未実施
（２） 総延長

9 物流基盤整備（港湾、空港、鉄道等）
（１）実施／未実施
（２） 各取扱能力

10 情報通信の整備
（１）実施／未実施
（２） 総能力

(ハ)農業・農村開発

11 ハード面の整備（灌漑等）
（１）実施／未実施
（２） 灌漑面積等

12 優良品種の導入
（１）実施／未実施

13 農業技術の開発・普及
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

14 流通システムの改善
（１）実施／未実施
（＋研修人数等）

15 農民の組織化支援
（１）実施／未実施
（２） 組織の数（増加分）

16 農村金融制度の整備・拡充
（１）実施／未実施
（２） 貸付額、貸付人数等

17 経営多角化（農村工業化等）
（１）実施／未実施
（２） 生産高、売上高等

(ニ)教育、保健・医療の改善

18 施設整備（初等、中高等）
（１）実施／未実施
（２） 整備された学校数、ｸﾗｽ数

19 教育の質の向上（初等、中高等）
（１）実施／未実施
（２） 入学率、修了率

20 保健医療ｻ ﾋーﾞｽの拡充（質：ﾌ ﾗ゚ｲﾏﾘｰﾍﾙｽｹｱを中
心）

（１）実施／未実施
（２） ｻー ﾋ゙ ｽが可能となった人

数

21 保健医療ｻ ﾋー ｽ゙の拡充（範囲：山岳部を含めた全国）
（１）実施／未実施
（２）ｻー ﾋ゙ ｽが可能となった省・地

域

22 地球規模の視点に立った協力（ポリオ、家族計画、エイズ等）
（１）実施／未実施
（２） 研修人数、受診人数

(ホ) 環 境配慮

23 ガイドライン、環境基準の整備
（１）実施／未実施

24 環境保全の人材育成
（１）実施／未実施
（２） 研修人数

181.6 billion 
 VND (1999)

・総労働人口 4060 万人 
  の22% (2000 )
・49.9%  (1999 )

・27.3% (1999 )

全国で77.1%
 (1999)

*2 各地域ごとの地域内生産
- Northern uplands: 9% 
-  Red River Delta: 19% 
- Central Coast: 15% 
- Central Highlands: 3% 
- Eastern Southern: 35% 
- Mekong Delta:19% 
- Total GDP: 444,139 billion VND

*1  Total length of the road Total: 210,006 km (2002 年統計）の内訳 
Highway: 14,935 km (7.1%),
Provincial road: 17,450 km (8.3%), 
District road: 36,905 km (17.6%),
Commune road: 132,054 km (62.9%) 
Urban road: 3,211 km (1.5%),  Specialised road: 5,451 km (2.6%) 
Source: master plan of Vietnam's road network to 2002 (Ministry of
Transportation)

統計出所） 
National Human Development Report 2001
Government Report on five-year 
socio-economic plan 2001-2005
Statistical Yearbook 2000

*1( 表下の 
　　脚注参照）

*2( 表下の 
　　脚注参照）

モニタリング記入表ヴィエトナム第７次５カ年計画（12の「中間目標」） 日本の対ヴィエトナム国別援助計画

 
 

 

                                                           
i 国別援助計画の策定にあたり、大使館が主導してドラフトを作成することとしており、本提言の趣旨に合

致したものとなっている。（外務省コメント） 
ii 例えば、外務省本省で援助協調に関する統一的な考え方を決定し、それを各大使館へ通知するなどして

おり、本提言に沿った形で援助が実施されつつある。（外務省コメント） 
iii 
iv  
v  
vi 
vii 
viii 
ix  

 




